
１．はじめに

ガラスモールド技術は，一定の温度まで加熱

して軟化させたガラス素材を，任意の形状の成

形型を使用して加圧成形することで光学素子を

作製する技術である。成形型の高精密面をその

ままガラスへ転写することで光学素子が作製で

きる。従来のような研削研磨を必要としないた

め，スラッジなどの排出が抑制され，環境に優

しい技術である。

ガラスモールド法は，研削研磨では大量生産

が難しいとされる非球面レンズに主に適用され

ている。非球面レンズは，デジタルスチルカメ

ラやカメラ付携帯電話，液晶プロジェクター，

ブルーレイディスクレコーダーなどの光学系に

使用され，小型高性能化には必須のレンズであ

る。

非球面レンズの市場状況を概観する。最も使

用枚数が多いデジタルスチルカメラの出荷台数

を図１に示す。国内出荷台数は２００３年で頭打

ちになっているが，海外出荷台数を含めた世界

市場は順調に伸びている。現時点でデジタルス

チルカメラには２～５枚の非球面レンズが使用

されている。平均３枚／台と考えると，概算で

２億４千万枚／年が使用され，この数字は更に

増加していくものと予測される。

このような環境下において，我々は優れた光

学特性を有するガラスモールド用低Tg硝材で

ある L―LAH８３／L―LAH８５を開発，製品化し

たので紹介する。

２．ガラスモールド用低 Tg硝材の開発経緯

オハラでは，本稿執筆時点の２００７年７月末

の段階で，２０硝種をガラスモールド用低Tg

硝材としてリリースしている。（一般硝材であ

る S―FSL５，S―FPL５１，S―FPL５３を含む）nd

―�d 図にプロットしたものを図２に示す。この

ような図を通称，光学ガラスマップと呼んでい

るが，一般硝材の光学ガラスマップと比較する

と，圧倒的に低分散側の領域に偏っていること

が分かる。これは，色収差を補正するために低

分散硝材の使用が有効であるためである。従っ

て，光学設計ニーズの縮図として捉えることが

できる。

ガラスモールド用低Tg硝材として初めに着
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手した硝材は，BAL系の硝材である。屈折率

が低いが，低分散であり，Tgを低くし易いた

めである。その後，図２に示すように高屈折率

化の流れの中で，LAL，LAM，LAH系へと開

発／製品化を進めていった。低分散側のこの領

域は酸化ランタンを主成分とする組成系であ

図１ デジタルカメラの出荷台数と金額１）

図２ OHARAガラスモールド用低Tg硝材の nd―�d 図２）
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り，屈折率が高くなるほど，低Tg化が困難に

なっていく。このような状況下であったが，�d

４０の低分散ラインで更に屈折率を高めた L―

LAH８３／L―LAH８５を開発し，製品化へ結び

つけた。

３．L―LAH８３／L―LAH８５

一般硝材の中で，高屈折率低分散特性の優れ

たガラスに S―LAH５８がある。表１に示す通

り，nd１．８８３，�d４０．８であり，収差補正に極

めて有効なガラスである。しかしながら，Tg

７３８℃と高く，ガラスモールド成形に適用でき

ていなかった。そこで，Tgを１００℃以上下げ，

ガラスモールド用として L―LAH８３／L―LAH

８５を開発した。

�L―LAH８３
製品化は数年前であるため新製品と呼べるほ

ど新しくないが，他社材を含め，�d４０の低分

散ラインでは世界最高の屈折率を有するガラス

モールド用光学ガラスである。供給形態はプレ

ス品，研磨ボールなどを取り揃え，小径から大

径まで対応可能である。

�L―LAH８５
ごく最近製品化が決定した新製品である。L

―LAH８３よりも屈折率が若干低くなるが，フ

ァインゴブ取得を可能とした硝材である。供給

形態は L―LAH８３と同様であって，本稿執筆

時点では，ファインゴブは開発段階にある。

４．おわりに

１９９０年代後半の頃は，今回紹介した L―LAH

８３／L―LAH８５の領域は「夢の硝材」と呼ばれ

ていた。しかし，材料面，生産技術面での課題

解決を進める中で，１０年も経たないうちに開

発／製品化に成功した。今後も更なる「夢の領

域」を開拓し，光学業界の発展に寄与していき

たい。
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表１ 新製品の物性比較
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